
　

礼拝開始（10時15分）10 分前には席に着き、祈りの時間を
持ちましょう。一致の祈りは大きな力です。

早天の窓

ディボーション登録ディボーション登録
右のQRコードを読み込むとメールソフトが起動します。
何も入力せずそのまま送信ください。
毎日のディボーションが届きます。

右のQRコードを読み込むとメールソフトが起動します。
何も入力せずそのまま送信ください。
毎日のディボーションが届きます。
※ｇmail などのフリーメールなどをオススメします。※ｇmail などのフリーメールなどをオススメします。

今後の予定今後の予定-誕生者の方、おめでとうございます。新しい1年も祝福されますようにお祈り致します

日 月 火 水 木 金 土

彼はそのあと詩篇22：22へと続いていきます。

　「あなたはきょう、わたしとともにパラダイスにいます。」
　
　あなたは私に答えてくださいます。
　
　私は、御名を私の兄弟たちに語り告げ、
　会衆の中で、あなたを賛美しましょう。

詩篇 22 篇 21 節と 22 節の間に入るのは、この、十字架ので
きごとでした。
　イエスキリストの十字架を前に、そこにいた人々のとった
行動はどうだったでしょう。少し罪の意識を感じながらも、
納得している大祭司カヤパ、大地震が起こりそれでも忠実に
役割を果たす百人隊長、神殿が二つに割れて自分たちの居場
所がなくなったパリサイ人たち、自分たちは悪くないと慌て
ふためくローマ兵。彼らはこのあとも変ることができず、な
おこの頑なさを貫いていきます。

　ある男の子のお話です。その子の幼稚園でクリスマスの劇
をすることになりました。男の子の役は「宿屋の主人」です。
ヨセフとイエスを身ごもったマリアがやって来て、「宿に泊め
てください。」と言いますが、あいにく部屋は空いていません。
そこで「宿屋の主人」は、「泊まる部屋はないが家畜小屋なら
泊まれます。」と、二人を案内します。と、そのとき、「宿屋の主人」
役の男の子が、「やっぱりできない！イエスさまを家畜小屋に
なんて！僕の部屋に寝て！」とセリフにはないことを言いま
した。先生たちは「劇だから大丈夫よ。」と男の子をなだめま
すが、男の子は「違う！劇じゃない。本当にあったことなんだ。
僕はこんなことはしたくない！」といったそうです。このよ
うに本当にわかっている人は、たとえ劇でもできないのです。

鈴木 たかよ

来週の奉仕者
（５月７日）

今週は…Ⅱサムエル 13：1～ Ⅱサムエル14：33

　～リビングライフより～

「父よ。彼らをお赦しください。」す。 「父よ。彼らをお赦しください。」

（ ２０２３年４月２３日 ） 

（要約者：秋山 恭子）

　昨日のリビングライフでは『みことばを蔑んだ罪、 神の恐ろしいさばき ( サム
エル記 第二 12:1～15)』が語られました。
　みなさんは、教会や自分が遣わされている場所で「良いクリスチャン」を「演じて」
いないでしょうか？心の中で「どうしよう。やってしまった」と思うことがあっ
ても、何もなかったように元気に見せたり、落ち込んでいても信仰に燃えている
ように見せたり…。それは、クリスチャンとして神さまのことを伝えるために証
にならなければならない、と言う良い思いからの行動かもしれません。しかし、
主はすべてご存じです。
　ダビデはバテ・シェバと姦淫の罪を犯し、さらにこの罪が彼女の夫にバレるこ
とを恐れてウリヤを激戦地の最前線に送り戦死させました。ダビデはこのことを
ずっと隠し、良い王を演じていました。しかし、主はすべてご存じで預言者ナタ
ンを通して罪を明らかにされました。そのことに対して、ダビデは「私は主に対
して罪を犯した (13節）」と素直に主の前に罪を認めたのです。この「私は主に対
して罪を犯した」という言葉は短いですが、ものすごい重みを持っています。自
分が敬い、愛している主。この方こそが自分の神であり、自分の王であられるのに、
私はこの主に対して罪を犯した、ということです。短いからこそ、その告白が真
実であることを見て取れます。サウルの罪の告白と比べると、それがよく分かり
ます。彼が、アマレク人の王を殺さず、また家畜も生かしておいたことについて、
サムエルに「私は罪を犯しました。私は主の命令と、あなたのことばにそむいた
からです。私は民を恐れて、彼らの声に従ったのです。どうか今、私の罪を赦し、
私といっしょに帰ってください。私は主を礼拝いたします（１サムエル記
15:24-25）」と、主の命令に背いたという告白しつつ自分の立場を守ろうとして
います。ダビデとは正反対です。
　ダビデは詩篇で「神よ。私にきよい心を造り、ゆるがない霊を私のうちに新し
くしてください。私をあなたの御前から、投げ捨てず、あなたの聖霊を、私から
取り去らないでください。あなたの救いの喜びを、私に返し、喜んで仕える霊が、
私をささえますように (詩篇 51:10-12)」と賛美しています。自分の中にある罪を
認めたのであれば、その罪の性質が、心に住まわれる聖霊さまによって新しく清
められることを願い求めていきましょう。

牧 一穂 牧師
牧 唯恵 伝道師
西嵜 芳栄 伝道師 
池田 優香
山本 洋子
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　詩篇 22 篇 21 節までは、「神さまはここにおられるのにど
うしてわたしを助けてくださらないのですか。」というダビデ
の苦しみが歌われています。ところが、22 節からは突然、神
への礼拝に変るのです。いったい、21 節と 22 節の間に何が
起こったのでしょうか。それは、マルコ 15：22～ 39、ルカ
23：32～ 48に書かれています。

　私たちは嘘をついたりごまかしたりしますが、これが罪な
のではなく、罪から出た実なのです。では一番の罪とは何で
しょうか？自分の罪をわかっていないことです。私たちが嘘
をついてしまうことを悲しむ神さまがおられることをわかっ
ていないのが罪なのです。たとえば、親子のことを考えてみ
ましょう。幼い子が、悪いことをしてバレないように嘘をつ
きます。親は子が何をしたのかわかっていても、子はそうと
は知らず必死に嘘をつきます。親は当然、子を叱ります。そ
のときの親は、その行為に罰を与えたいのでしょうか？「あ
なたは、悪い子だ。」と言いたいのでしょうか？そうではあり
ませんね。悪いことをしてしまったとき、どう行動すればよ
いのか、素直に「ごめんなさい」すればよいということを教
えたいのです。神様と私たちの関係も同じです。罪に対して、
神さまと私たちとは意識が違うのです。だから私たちは、隠
したり、とりつくろったりするのです。そのような人生はも
うやめなければいけません。

　ルカ 23：39～ 43 をみてみましょう。ゴルゴダの丘で、イ
エスキリストと二人の犯罪人が十字架にかかっている場面で
す。私たちには想像もできないけれど、十字架刑とは息もで
きないくらいの痛みと苦しみが伴う拷問です。そのような中、
犯罪人のうちの一人は、イエスキリストにむかって「本当の
神なら、自分と私たちをこの苦しい現状から今すぐ救い出し
てくれ。」と言います。それに対し、もう一方の犯罪人は、「お
まえは神をも恐れないのか。われわれは自分のしたことの報い
を受けているのだからあたりまえだが、このかたは何も悪いこ
とはしていない。イエスさま。あなたの御国の位にお着きにな
るときには、わたしを思い出してください。」とたしなめ、自
分の罪を心から悔い改めるのです。このあとイエスキリストは
悔い改めた犯罪人に「まことに、あなたに告げます。あなたは
きょう、わたしとともにパラダイスにいます。」と言われます。
例えば、もし、何人も人殺しをしたような大犯罪者が悔い改め、
「これからあなたの家に行ってもいいですか？」と言われたと
して、私たちは喜んでその人を我が家に迎え入れることができ
るでしょうか？でも神さまは違うのです。悔い改めた犯罪人に
「一緒に天国にいる。」と言われたのです。ここでわかるように、
罪を犯している人が罪人ではなく、罪を犯していることがわか
らない人が罪人なのです。確かに自分は罪を犯してきたがあの
人よりは正しい、とか、「ごめんなさい」と言うけれど今こん
な状況に自分がいるのはおかしいので、この現状をなんとかし
てください、などと私たちは言っていていいのでしょうか？心
の中で誰かを排除してはいないですか？私はもうしない、と決
断しても隠れてやってしまっていることはないですか？

　ゴルゴダの丘の十字架の上で悔い改めた犯罪人。彼は、人々
からは不要とされさげすまれた人でした。でも、自分の罪がわ
かり悔い改めたとき、歴史の中心に立ちました。けれど、もう
一方の犯罪人はなにも変りませんでした。歴史の中心にたった
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まとめ

 7 日   和田絵理沙
 8 日   森下敦子   
12 日   福田そら
12 日   村部香代子

3日   藤原真実
4日   牧友実
4日   赤岩郁美
7日   全本達正

18 日   佐藤小春
19 日   永井かな
20 日   吉野夏子
21 日   森田加世子
22 日   行司佳世              　 

1 日   大串順子
2日   藪中真琴
3日   永井匡史
3日   金森将雄

13 日   藤村菜弥
15 日  大島正樹
16日   今崎美香
17 日   高杉圭

早天祈祷会6：00~

セル祈祷会
辻総一郎

 

曽我菜々子 西嵜優

梁平慧 佐藤文音

森田莉功

藤原すず花

岩﨑櫻

泉水幸誠

岩﨑櫻

森田加世子

佐藤裕
佐藤怜香

 寛金克治

鈴木誠一 鈴木大智

堀川あや

　自分の罪がわかっていない人はいないのです。本当は心
の中に「ごめんなさい」と言わなければいけないことがあ
るのはわかっているのです。でも、自分に嘘をついてしまっ
ているのです。それを素直に神さまに言うことができない
から、十字架で「自分と私たちを救え。」と言った彼のよ
うになってしまうのです。そうではなく私たちは、「私が
この罰を受けるのは当たり前だ。それでも私のことを忘れ
なでください、私のことを赦してください。」と言えたも
う一人の彼のようになりたいと思うのです。
　目の前に問題があるのに見ないふりをしていませんか？
本当は悲しいことがあるのに神さまに言わず、何か他のこ
とをすることでごまかしていませんか？聖書は、自分に嘘
をついているのが罪だと言っているのです。自分の胸に手
を置き、本当の自分はどう思っているのかを見つけ、その
心に従って決断をすべきではないでしょうか？自分を責め
るのではない。誰かが自分をどう見ているのかなんて放っ
ておけばよい。あなたがあなたをどう見ているかなのです。
そして、それを神さまが見て、どう思われているかです。
　あなたが今、「私の罪は明白です。しかし主よ、そんな
私を思い出してください。」と言うことができれば、詩篇
22 篇 22 節からの奇跡があなたに起こると、聖書は約束し
ています。

：

この数ヶ月、教会のメッセージでは、「あなたはどちらの国に生き
るのか？」と問われています。
日々の生活の中で、朝の祈りの中では、「私は、神様だけを見上げ
て生きます！」と決断しても、自分の思うように動けない時、すぐ
に心が騒ぎます。神様によって満たされている、神様は共にいて助
けてくださるから大丈夫、という信頼は、あっという間に消えてし
まう自分がいます。仕事をしている時も、一人でいる時も、すぐに
神様を忘れ、自分だけで考え、行動してしまいます。
そして、その事にはたと気付いては、自分を責めたり、自己憐憫に
陥りそうになります。感謝の反対は、当たり前と思うことと言われ
ますが、まさにイエス様の十字架上の苦しみを忘れ、ウクライナや
シリア、スーダン他世界の多くの国で苦しんでいる方々をも忘れ…。
とてもとても愚かです。
こんな私を知っていて、イエス様はあのような苦しみ、恥、侮辱、
罵りを受け、十字架に架かり、私の罪を、痛みを負ってくださいま
した。「父よ、彼らをお赦しください。彼らは、何をしているのか
自分でわからないのです。」と。そして、「わたしの目には、あなた
は高価で尊い。わたしはあなたを愛している。」と語り続けてくだ
さっています。
そして、最近ゴスペルレッスンで学んだ曲の歌詞、そして聖書のみ
ことばが、心に浮かびます。

Love Theory
How can it be that you love the most unlovable part of me of me
How could you see your life was the only gift I’ ll ever need to be free …
… Help me to see like you no matter what I go through Everything’ s 
working for my good for always

『詩篇 37: 3,5 主に信頼して善を行え。地に住み、誠実を養え。あな
たの道を主にゆだねよ。主に信頼せよ。主が成し遂げてくださる。』

私の最も愛せない部分をこそ愛し赦して下さる神様を賛美し、信頼
しきって、ともに歩む道を選びます。
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岩崎 祥誉
日名 洋
眞砂 香和
a淺野 恵子
神達 良子
西嵜 真由美
横山 由芽
山本 麻美
日名 陽子
藤原 友規子
岡本 享子
髙橋 奈津江
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聖 日 準 備
（ 消 毒 ）

食 事
片　付　け
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教会礼拝＆
地区チーム

各　自

各　自

19：30~ﾌﾟﾚｲﾔｰﾐｰﾃｨﾝｸﾞ

詩篇22　マルコ15：22～39　ルカ23：32～48

【詩編22：22】

【ルカ 23：39～ 43】

【はじめ】

【ある男の子の話】

22 日    澤口千春
23 日    日名佐和
25 日    山本登
25 日　岩﨑雅弘
25 日    藤原萌依           　 

26 日    曽我壮琉
26 日    金光文雄
27 日    李雋英
29 日　佐々木徹心  

  あなたはどちらの国に生きるのか？
  「ゴルゴダ（ドクロ）での出来事　グレゴレート」 主　日　礼　拝 主　日　礼　拝

チャーチミーティング

誕生者のお祝い

じょいふるキッズ15：00~
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てもて塾

てもて塾

あぐりガーデングランドオープン　マルシェ出店

ユース礼拝17：30~
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ソン・ソルナムさん
コンサート

ユース礼拝17：30~


